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★表紙の写真

守れ！地域の宝

　表紙は、１月26日の「文化財防

火デ－」に合わせて行われた相川

下京町周辺での防火訓練の様子

です。

　木造住宅密集地域における火

災の延焼を防ぐために水幕ホース

を使用した訓練などを行いました。

（Ｐ６に関連記事）

便利です！
市報は、いつでもどこでも
あなたのそばに…
　市ホームページ、マイ広報紙、マ
チイロアプリから広報紙「市報さ
ど」がご覧いただ
けます。
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ごみ処理手数料などは、昨年10月か

らの消費税率引き上げと、県内他市と

の均衡などを考慮し改定しました‼

主な変更点
○燃えるごみ

 ☞ 燃やすごみ  に変更

○燃えないごみ

 ☞ 燃やさないごみ  に変更

○有害ごみ

 ☞ 蛍光管・水銀入り体温計  
　　　に変更

○「 スプレー缶（エアゾール缶）、 
カセットボンベ」と

　「ガスライター」

 ☞ 発火性危険ごみ  として
         分別
※分別収集方法は４ページをご覧ください。

　現在ご使用の指定ごみ袋や処理券は、
４月以降も使用できます。
　指定ごみ袋の名称は、今後作成するご
み袋から変更します。

ごみカレンダーや
分別表を確認して、
正しくごみを分別して
出してください！

ごみを直接クリーンセンターへ搬入する場合は、ごみの種類ごとに
計量しますので降ろしやすいように分別して持ち込んでください。
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今月の主な内容
Ｐ５
�「ゼロカーボンアイランド」
の実現に向けて

マイ広報紙はこちら
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燃えるごみの出し方のお願い！
　市内の一部の地域で「燃えるごみ処理券（１枚 20 円）」を段ボー
ル箱に貼り、その中に燃えるごみを入れて収集日に出されるケース
が見受けられます。「燃えるごみ処理券」は、植木の枝等指定袋に
入りにくいものを、長さ 50cm 以下に切断、径 30cm 以下の１束に
したものに使用することができます。（枝の太さは５㎝以下です。）
　生活ごみなどの燃えるごみは、「燃えるごみ指定袋」に入れて、
収集日の朝８時までに、決められたごみ集積所に出してください。
　また、段ボールなどの古紙は、燃えるごみ指定袋に入れて出すこ
ともできますが、古紙回収日に決められた回収場所へ種類ごと（段
ボール、雑誌、新聞紙、チラシ、牛乳パック）に出してください。

○４月からの一般廃棄物処理手数料
区　分 種　類 ３月末まで 4月 1日～

燃やすごみ

指定ごみ袋 ( 大 )10 枚につき 200 円 250 円
指定ごみ袋 ( 小 )10 枚につき 150 円 160 円
指定ごみ袋 ( 特小 )10 枚につき 100 円 100 円
処理券　１束につき１枚  20 円  20 円

燃やさないごみ (発火性危
険ごみを含む )

指定ごみ袋 ( 大 )10 枚につき 300 円 350 円
指定ごみ袋 ( 小 )10 枚につき 200 円 250 円

粗大ごみ 処理券　１個につき１枚 500 円 520 円

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
に

直
接
搬
入
す
る
場
合

燃やすごみ、燃やさ
ないごみ（発火性危
険ごみを含む）

指定ごみ袋と処理券を使用しな
い場合 10㎏までごとに  50 円  60 円

粗大ごみ 処理券を使用しない場合 １個につき
500 円

30㎏まで 520 円
（超過 10㎏ごとに 100 円）

特定家庭用機器
※�郵便局で「リサイクル
料金」を支払い、「振
込証明書（家電リサイ
クル券）」と一緒にク
リーンセンターに持ち
込んでください。

テレビ（１台） 700 円 800 円

冷蔵庫（１台）、冷凍庫（１台） 1,000 円 1,200 円

洗濯機（1台）、衣類乾燥機（1台） 700 円 800 円

エアコン（１組） 800 円 1,000 円
蛍光管・水銀入り体温計（ク
リーンセンターや取扱店に
直接搬入）

１個につき 30円  30 円

犬、猫等の死体（クリーン
センターに直接搬入） １体につき 500 円 520 円

し尿 １リットルにつき   7 円   8 円

○４月からの産業廃棄物処分費用
区　分 ３月末まで 4月 1日～

廃プラスチック類（浮類、箱、容器等） 10㎏までごとに
1,000 円

紙くず、木くず、動植物性残さなど 100㎏まで　1,000 円
（超過 50㎏ごとに 500 円）

10㎏までごとに
100 円

お問い合わせ　環境対策課　クリーン推進係　☎６３―３１１３
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○�発火性危険ごみの出し方
　火災事故等防止のため、「スプレー缶
（エアゾール缶）・カセットボンベ」と「ガ
スライター」は、「発火性危険ごみ」と
して、「燃やさないごみ袋」で出してく
ださい。
　収集日は「年５回の粗大ごみの日」
です。必ず、ガスを使いきって出して
ください。

○廃乾電池などの出し方
　リチウムコイン電池（CR、BR）、小型充電式電池、ボ
タン電池（SR、PR、LR）は、必ず電極部をテープで絶縁
してください。
回収場所
・�使いきりの乾電池やリチウム電池（コイン電池（CR、BR）を
含む）は、廃乾電池取扱店または市役所本庁舎、各支所・行
政サービスセンター・連絡所・クリーンセンターに設置して
ある回収ボックスへ出してください。

・�小型充電式電池、ボタン電池（SR、PR、LR）は、一般社団法
人JBRC、一般社団法人電池工業会の回収協力店で引き
取ってもらってください。

・�鉛蓄電池は、購入した販売店で引き取ってもらってください。

４月から ごみの分別収集方法が変わります

ガスライターは、スプ
レー缶などと分別し、
透明・半透明の袋に入
れて、「燃やさないご
み袋」にくくりつけて
ください。

スプレー缶（エアゾール缶）、カセッ
トボンベは、穴を開けないでくだ
さい。

テープを貼って絶縁し てください

お問い合わせ　環境対策課　クリーン推進係　☎６３―３１１３

○使用済小型家電の出し方
　携帯電話やデジタルカメラ、ゲーム機などの使用済小型
家電は、市役所本庁舎や各支所・行政サービスセンター、
連絡所、クリーンセンターに設置してある回収ボックスに
入れてください。
投�入できる大きさ
　おおむね縦 15㎝×横 35㎝×奥行 20㎝以下
　回収ボックスに投入できないものは、燃やさないごみ・
粗大ごみとして出してください。

市報さど　令和2年3月号



家庭から出る植物性廃食油（廃食用油）の回収場所を変更します
　４月１日から廃食用油の回収場所を変更し、次の場所で回収します。
　廃食用油は、透明なペットボトルか食用油購入時の半透明容器に入れ、キャップをしっかり閉めて
回収箱に入れてください。牛乳パック、ビン、缶は回収容器として使用しないでください。
　事業所（飲食店等）の廃食油、動物性油、機械油などは回収できません。

回収場所 回収日
市役所本庁舎、各支所・行政サービスセンター 月～金曜日　8:30 ～ 17:30
佐渡クリーンセンター、南佐渡クリーンセンター 月～土曜日　8:30 ～ 16:30
ＪＡエーコープ佐渡（加茂店、新穂店、畑野店、赤泊店）

随時（店舗により営業時間内
に限る場合があります）

ＪＡ委託店（河崎店、沢根店、吉井店、ふれあいショップフジサワ店、松ヶ崎店）
ＪＡ羽茂　Ａコープ羽茂店
キング（サンモール店、相川店、東大通店）
フレッシュ　マツヤ（両津店、佐和田店、金井店、真野店）
小木特産品開発センター

　環境省では、地球温暖化対策として、2050年にCO2の排出量を実質ゼロにすることを目指す自治体を「ゼ
ロカーボンシティ」として国内外に発信しており、全国の地方自治体に参加を呼び掛けています。
　２月 17 日現在、国内では、東京都、京都市、横浜市をはじめとする 63 の自治体が参加を表明するなか、
昨年、新潟県は「自然エネルギーの島構想」を公表しました。
　環境負荷の低減とエネルギー供給源の多様化を図ることを目的として、洋上風力発電の導入と再生可能
エネルギーを貯蔵・輸送・利用するための水素サプライチェーンの構築等を掲げる「自然エネルギーの島
構想」は、離島のエネルギー転換と脱炭素化に向けた取り組みを主導するとともに、持続的な開発目標(SDGs)
の達成や地球温暖化問題を解決するための切り札となりうると考えています。
　このため、佐渡市と粟島浦村は、まずは着実に「自然エネルギーの島構想」の取り組みを進めることを
決意して、2050 年までに CO2 の排出量を実質ゼロにする「ゼロカーボンアイランド」の実現を目指すこ
とを共同宣言しました。
( 新潟県内および全国離島自治体では、佐渡市と粟島浦村が初の参加表明になります。)

「ゼロカーボンアイランド」 
の実現に向けて

佐渡市と粟島浦村は2050年までに 
CO2排出量実質ゼロを目指します

小泉環境大臣を表敬訪問  (２月12日) 粟島浦村の本保村長と共同宣言  （２月23日）

お問い合わせ　環境対策課　環境エネルギー係　☎６３―３１１３

市報さど　令和2年3月号5
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熱熱い思いを語り合う　島スクール  い思いを語り合う　島スクール  1/251/25

みみんなで守る　地域の宝　防火訓練んなで守る　地域の宝　防火訓練    1/261/26

おおいしいお米を作ったよ　米・食味分析鑑定コンクールで受賞  いしいお米を作ったよ　米・食味分析鑑定コンクールで受賞  1/271/27

　「自分のやりたいことを実現して、佐渡
を元気な島にしたい！」という熱い思いを
語り合う島スクールが、松ヶ崎総合セン
ターを会場に行われました。
　松ヶ崎小中学校の児童・生徒の皆さんも
参加し、さまざまな年齢や職業の方、約50
人が「魅力的な学校づくりと子どもの教
育」「社会で優秀といわれる人材」につい
て、白熱した議論を行いました。

　米・食味分析鑑定コンクールで受賞した皆さ
んが市役所を訪れ、受賞の喜びを報告しました。
　金賞の梶原由恵さん（鷲崎地区）は、田んぼ
に海水を入れ、海藻などを肥料に使うこだわり
の農法に取り組み、２年連続の受賞となりまし
た。
　また、特別優秀賞を受賞した金井小学校５年
生の皆さんは、佐渡の自然を大切にしたお米づ
くりを学び、育てたお米のおいしさを実感した
ようでした。

　文化財防火デーに合わせて、相川下京町周辺で
放水訓練や避難訓練、消火器取り扱い訓練が行わ
れました。
　相川下京町周辺は、登録を目指している世界文
化遺産の構成要素で、国の重要文化的景観にも選
定されています。
　参加した皆さんは、防火に対する意識を高め合
いました。

市報さど　令和2年3月号



　今年は暖冬で雪遊びなどで雪を楽しむ機会があ
まりありませんでしたが、平スキー場では貴重な
雪を楽しみに多くの方が来場しました。
　スキーやそりなどで楽しむ子どもたちの笑顔が
とても印象的でした。

雪雪遊びを満喫　平スキー場遊びを満喫　平スキー場　　2/112/11

成成果を伝える　大学と地域が連携した地域づくり活動報告会果を伝える　大学と地域が連携した地域づくり活動報告会　　2/22/2

地地元で獲れたイカを味わう　給食交流会　元で獲れたイカを味わう　給食交流会　1/291/29
　姫津保育園で、姫津漁協の婦人部の皆さんが地元で獲れる
イカなどの海産物を園児に紹介しました。園児は、実際にイ
カに触ってみたり、ダイオウイカの写真と背比べをしました。
　また、給食の時間に婦人部の皆さんが作った「母ちゃんの
いかコロッケ」を一緒に味
わいました。
　園児の皆さんは、「また
食べたい」と笑顔で話して
くれました。

　集落に滞在し住民との連携や交流を通じて課題解決に
取り組んだ大学グループが活動の成果を発表しました。
　竹林や海辺の環境整備、能や鬼太鼓などの伝統芸能の

保存継承、お祭り等の集落行事
の運営など、学生らの多岐に渡る
活動に約120人の参加者は熱心
に耳を傾けていました。

市報さど　令和2年3月号7
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第
21
回   
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４
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㈰
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目
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す
。

片
野
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舞
伎
保
存
会
（
三
国
屋
）

　

☎
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催
　
　
し

ものわすれあんしん相談
　心配ごとや対処方法などご相談く
ださい。相談時間は、各会場ともに
午前 10時から正午です。

有
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報
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市
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し
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。
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☎
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５
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３
９

第
95
回
高
田
城
址
公
園
観
桜
会

年会費500円
新潟県交通災害共済

交通災害共済は、
全市町村で行う
助け合いの制度です。
お問い合わせは、
佐渡市役所
防災管財課　防災安全係
☎６３―３１２５まで
（〒 952 － 1292　千種 232 番地
　�佐渡市役所内　新潟県市町村総合事務
組合佐渡市事務所）

高齢福祉課地域包括ケア推進室 
　☎６３―３７９０

羽茂病院
�４月 14 日㈫、
５月 12日㈫

佐渡総合病院
�４月 16日㈭、
５月 21日㈭

前回の公演の様子

新型コロナウイルスによる感染拡大を 
防止するために、市の主催・共催する 

イベントを中止しています
　新型コロナウイルスによる感染拡大を防止するための当
面の対応策として、３月 15 日㈰までの間、市が主催・共
催するイベントの開催を中止または延期しています。
　詳しくは、市政事務嘱託員を通じて臨時にお配りしまし
た「新型コロナウイルスによる感染リスク低減のための市
の対応策」をご覧ください。

市報さど　令和2年3月号
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年
金
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談
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金
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前
に
電
話
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予
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。
基
礎
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金
番
号
を
ご
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意
の
上
、
お
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み
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い
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募
　
　
集

農
業
委
員
、農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
募
集

　

７
月
23
日
を
も
っ
て
任
期
満
了
と
な
る
農
業
委
員
会
委
員
（
農
業
委
員
）
と
農
地
利
用

最
適
化
推
進
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

 

農
業
委
員　
募
集
人
数　
24
人

任
期　
令
和
2
年
７
月
24
日
～
令
和
５
年
７
月
23
日

 

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員

地
区
ご
と
の
募
集
人
数

　

両
津
地
区　
　

７
人
、　

相
川
地
区　

３
人
、

　

佐
和
田
地
区　

３
人
、　

金
井
地
区　

４
人
、

　

新
穂
地
区　
　

３
人
、　

畑
野
地
区　

４
人
、

　

真
野
地
区　
　

４
人
、　

小
木
地
区　

２
人
、

　

羽
茂
地
区　
　

４
人
、　

赤
泊
地
区　

３
人

任
期　
令
和
2
年
７
月
下
旬
～
令
和
５
年
７
月
23
日

提�

出
書
類
・
募
集
要
項　
農
業
委
員
会
事
務
局
（
市
役
所
第
２
庁
舎
）
、
各
支
所
・
行
政

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
窓
口
に
備
え
付
け
る
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

受
付
期
間　
４
月
１
日
㈬
～
30
日
㈭
（
平
日
の
午
前
8
時
30
分
～
午
後
5
時
15
分
）

提
出
書
類
備
え
付
け
の
窓
口
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

郵
送
の
場
合
、農
業
委
員
会
事
務
局
へ
4
月
30
日
㈭
必
着
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、
募
集
要
項
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

農
業
委
員
会
事
務
局　

☎
63
―
５
１
１
５

会場・時間 相談日

あいぽーと佐渡
正午～午後 2時 30分
☎６７―７６３３

４月   ９日㈭
５月 14日㈭
７月   ９日㈭
９月 10日㈭

あいかわ開発総合センター
午後 0時 30分～ 2時 30分
☎７４―２３３２

６月 11日㈭
10月   8 日㈭

羽茂農村環境改善センター
午後 0時 30分～ 2時 30分
☎８８―２２３０

４月 23日㈭
７月 22日㈬
９月 24日㈭

※�佐渡汽船の就航状況により、開催日や受付時間が変更にな
る場合があります。

テ
レ
ビ
電
話
年
金
相
談
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

　

佐
和
田
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
で

は
、
随
時
、
テ
レ
ビ
電
話
に
よ
る
年
金

相
談
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

利
用
時
間　
午
前
９
時
～
午
後
４
時

　

（
平
日
の
み
）

�
予
約
相
談
希
望
日
の
１
カ
月
前
か
ら

前
日
ま
で
受
け
付
け
し
て
い
ま
す
。

�

・

日
本
年
金
機
構　

新
潟
西
年
金

事
務
所　

お
客
様
相
談
室

　

☎
０
２
５
―
２
２
５
―
３
０
０
８

一
般
用
加
工
食
品
は
、 

新
基
準
に
よ
る
食
品
表
示
へ
の
切
り
替
え
を
お
願
い
し
ま
す

　

食
品
表
示
法
に
よ
り
、
一
般
加
工
食
品
の
栄
養
成
分
表
示
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い

ま
す
。
食
品
関
連
事
業
者
は
、
３
月
31
日
㈫
ま
で
に
新
基
準
に
よ
る
食
品
表
示
に
切

り
替
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
準
備
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
表
示
方
法
は
、消
費
者
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（「
栄
養
に
関
す
る
表
示
」で
検
索
）を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

佐
渡
保
健
所　

地
域
保
健
課　

☎
74
―
３
４
０
３

２
月
１
日
に
委
嘱
さ
れ
た

　
新
た
な
民
生
委
員
・
児
童
委
員
を
ご
紹
介
し
ま
す

佐
和
田
地
区
（
沢
根
上
町
・
下
町
、
田
上
）
担
当　
　

渡
部　

詠
一
さ
ん

金
井
地
区
（
水
渡
田
北
、
水
渡
田
南
、
晴
和
）
担
当　
西
田　

健
司
さ
ん

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、
厚
生
労
働
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
、
地
域
の
皆
さ
ん
か

ら
の
社
会
福
祉
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
に
応
じ
支
援
を
行
い
ま
す
。
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。
心
配
ご
と
や
お
困
り
の
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

社
会
福
祉
課　

地
域
福
祉
係　

☎
63
―
５
１
１
３

市報さど　令和2年3月号9



10

募
　
　
集

結
婚
の
学
校
体
験
ス
ク
ー
ル 

参
加
者
募
集

　

新
潟
県
「
あ
な
た
の
婚
活
」
応
援
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
認
定
の
結
婚
の
学
校
体
験
ス

ク
ー
ル
「
あ
な
た
の
恋
愛
＆
婚
活
が
上
手

く
い
く
方
法
を
お
伝
え
し
ま
す
」
を
開
催

し
ま
す
。

４
月
12
日
㈰

　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
０
時
30
分　

あ
い
ぽ
ー
と
佐
渡

25
歳
～
54
歳
の
独
身
男
性

�

恋
愛
・
婚
活
の
悩
み
と
そ
の
原
因
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
と
り
方
・
話
し

方
、
将
来
の
目
標
に
向
け
た
ゴ
ー
ル
設

定
の
方
法
を
解
説
し
ま
す
。

10
人

３
，
０
０
０
円

４
月
11
日
㈯

ス
ク
ー
ル
の
お
申
し
込
み
に
つ
い
て

　

株
式
会
社
ア
ク
セ
ス
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　

☎
０
２
５
―
２
４
８
―
４
５
５
３

　

応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て

　

県
少
子
化
対
策
課　

少
子
化
対
策
班

　

（
4
月
以
降
は
子
ど
も
家
庭
課
）

　

☎
０
２
５
―
２
８
０
―
５
３
５
３

民
泊
セ
ミ
ナ
ー
参
加
者
募
集 

～
ゼ
ロ
か
ら
始
め
る
民
泊
の
は
な
し
～

　

こ
れ
か
ら
民
泊
を
始
め
た
い
方
向
け
の

セ
ミ
ナ
ー
で
す
。

３
月
23
日
㈪　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

あ
い
ぽ
ー
と
佐
渡

�

市
内
の
状
況
や
実
施
に
む
け
た
諸
手
続

き
、
民
泊
導
入
後
の
Ｐ
Ｒ
や
販
売
方
法
、

島
内
で
実
践
さ
れ
て
い
る
方
か
ら
事
例

を
紹
介
し
ま
す
。

20
人
程
度

・

観
光
振
興
課

　

交
流
イ
ベ
ン
ト
推
進
室

　

☎
67
―
７
９
４
４

公営住宅の入居者を募集します
　入居には、所得要件など申込資格要件があります。詳しくはお問い合わせください。�
　市ホームページで募集内容をお知らせしています。

地区 住宅名称（所在階） 募集
戸数

建築
年度 構造 間取 月額家賃（円）

両津

大野第1住宅（2階、3階） ２ H9 耐火構造3階建て 3LDK 25,500～50,000

大野第2住宅（1、2、3階） 6 H14 耐火構造3階建て 2LDK 38,000

白山第１住宅（４階） 1 H16 耐火構造4階建て 2LDK 24,000～47,100

相川 栄町団地野かんぞう棟（1階） 1 H3 耐火構造3階建て 2DK 17,600～34,600

新穂

瓜生屋第1住宅 1 H9 木造平屋長屋建て 2DK 13,400～26,300

瓜生屋第2住宅 1 H13 木 造 2 階 建 て 3DK 23,200～45,500

井内住宅Ａ棟 1 Ｈ30 木 造 2 階 建 て 3DK 19,900～39,000

真野 新町団地 3 H12 木造平屋一戸建て 3DK 56,000

 3月31日㈫　午後５時　入居予定　4月下旬
・  �建設課　住宅・都市計画係　☎６３―５１１８ 

各支所　産業建設係、各行政サービスセンター　地域支援係

春の全国交通安全運動
運動期間　４月６日㈪～ 15 日㈬

スローガン
「止まります　歩行者優先　横断歩道」
　横断歩道は歩行者優先です。横断歩道を横断し
ようとしている歩行者がいるときは、必ず横断歩
道の手前で一時停止しましょう。

佐渡警察署　☎５５―０１１０

市報さど　令和2年3月号



海
を
愛
し
、海
を
守
る
。 

海
上
保
安
官
募
集

 

海
上
保
安
学
校
学
生
（
特
別
）

�

高
校
卒
業
後
13
年
未
満
の
方
ま
た
は
、

高
校
卒
業
見
込
み
の
方

受
付
期
間

　

３
月
27
日
㈮
～
４
月
３
日
㈮

第
１
次
試
験
日　
５
月
10
日
㈰

海
上
保
安
官
（
大
卒
程
度
）

�

平
成
２
年
４
月
２
日
以
降
生
ま
れ
の
大

学
卒
業
者
ま
た
は
、
大
学
卒
業
見
込
み

の
方

受
付
期
間

　

３
月
27
日
㈮
～
４
月
８
日
㈬ 

第
１
次
試
験
日　
６
月
７
日
㈰

受
験
申
し
込
み
専
用

　

フ
ォ
ー
ム
か
ら
お
申

　

し
込
み
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、
人
事
院

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

第
九
管
区
海
上
保
安
本
部

　

総
務
部
人
事
課

　

☎
０
１
２
０
―
４
４
４
―
５
７
６

市報さど発行日の 
変更のお知らせ

　次回の市報さどは、都合
により、４月８日㈬に発行
します。

総務課広報戦略室
　広報広聴係
　☎６３―５１３９

市内で行われるオリンピック・パラリンピックイベントに参加しませんか！

オリンピック聖火リレーのボランティア募集
　６月５日㈮に市内で行われる聖火リレーの運営
を支えていただけるボランティアを募集します。
平成 14年４月１日以前に生まれた方
�リレー沿道やミニセレブレーション会場の観
覧者整理、交通整理など（活動時間はおおむ
ね４時間程度）
応募フォームからお申し込みください。
４月 10日㈮
210 人程度（先着順）
�詳しくは、県ホームページをご覧
ください。

　�ボランティアであることが認識
できるウェアを支給予定です。
�東京 2020 オリンピック聖火リレー等新潟県
実行委員会（県民生活・環境部スポーツ課）

　☎０２５―２８０―５９５１

オリンピック聖火リレーの 
サポートランナー募集

　聖火リレーの最後のランナーと並走し、一緒
に聖火リレーを盛り上げていただけるサポート
ランナーを募集します。
６月５日㈮　午後３時 30分～４時２分
北沢浮遊選鉱場跡周辺
市内在住の小学生以上（４月１日時点）の方

※18歳未満の方は、保護者の同意が必要です。

�サポートランナーは、北沢新橋から北沢浮遊
選鉱場跡の約 200ｍを聖火ランナーの後方を
走ります。
20人　 ３月 31日㈫
�募集要領は、市役所本庁舎、各支所・行政サー
ビスセンターに備え付けるほか、市ホーム
ページでもご覧いただけます。
・ 企画課　政策推進係　☎６３―３８０２

パラリンピック聖火「佐渡市の火」採火メンバー募集
　東京 2020 パラリンピック聖火は、８月 13 日㈭から全国各地で採火されます。採火された炎は
都道府県ごとに集火され、８月 21 日㈮に東京で行われる集火式で一つにまとまります。市内でも
イベントを行い、「佐渡市の火」を採火します。
８月 16日㈰　午後２時～３時　 おんでこドーム　 原始的火起し（まいぎり）で採火します。
�市内在住の小学生以上（４月１日時点）の方で、１チーム３～５人のグループ単位でお申し込み
ください。 ※ 18歳未満の方は、保護者の同意と保護者代表者の同伴が必要です。

３月 31日㈫　 10チーム（30～ 50人程度）
�募集要領は、市役所本庁舎、各支所・行政サービスセンターに備え付けるほか、市ホームページ
でもご覧いただけます。
・ 企画課　政策推進係　☎６３―３８０２

市報さど　令和2年3月号11



令
和
2
年
4

月
の
行
事
予
定

令
和

2年
3月

10
日

発
行

佐
渡
市
総
務
課
広
報
戦
略
室
　
広
報
広
聴
係
　
☎
02
59
-6
3-
31
11
㈹

○
4
月
の
健
康
相
談
日

時
間：
9:
00
～
12
:0
0、
13
:0
0～
14
:3
0（
い
ず
れ
の
会
場
も
時
間
は
同
じ
で
す
。）

地
区

日
場
所

お
問
い
合
わ
せ

両
津

８
㈬

両
津
支
所

両
津
支
所
福
祉
保
健
係

☎
27
-2
11
4

相
川

21
㈫

相
川
支
所

相
川
支
所
福
祉
保
健
係

☎
74
-0
33
9

佐
和

田
23
㈭

佐
和
田
保
健
セ
ン
タ
ー

市
民
生
活
課

健
康
推
進
室
保
健
係

☎
63
-3
11
5

金
井

20
㈪

金
井
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

新
穂

28
㈫

ト
キ
の
む
ら
元
気
館

畑
野

22
㈬

畑
野
母
子
健
康
セ
ン
タ
ー

真
野

21
㈫

真
野
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

小
木

８
㈬

小
木
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー
つ
く
し

羽
茂
支
所
福
祉
保
健
係

☎
88
-3
11
1

羽
茂

20
㈪

羽
茂
支
所

赤
泊

21
㈫

赤
泊
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

○
4
月
の
各
種
相
談
日

行
事
名

日
時

場
所

申
し
込
み

お
問
い
合
わ
せ

土
地

家
屋

調
査

士
無

料
相

談
20
㈪
～
24
㈮
13
:0
0～
17
:0
0
各
土
地
家
屋
調
査
士
事
務
所

事
前
に
要
予
約

土
地
家
屋
調
査
士
会
佐
渡
支
部

☎
52
-6
25
2

行
事
名

日
時

場
所

申
し
込
み

お
問
い
合
わ
せ

司
法

書
士

無
料

法
律

相
談

20
㈪
～
24
㈮
13
:0
0～
17
:0
0
各
司
法
書
士
事
務
所

事
前
に
要
予
約

司
法
書
士
会
佐
渡
支
部

☎
23
-3
55
8

新
潟

県
弁

護
士

会
リ

ー
ガ

ル
サ

ー
ビ

ス
セ

ン
タ

ー
佐

渡
相

談
所

10
㈮

24
㈮

10
:0
0～
12
:3
0
あ
い
ぽ
ー
と
佐
渡

佐
渡
中
央
会
館

前
日
ま
で
に
要
予
約

新
潟
県
弁
護
士
会

☎
02
5-
22
2-
55
33

○
4
月
の
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
行
事

地
区

日
行
事

内
容
な
ど

り
ょ

う
つ

子
育

て
支

援
セ

ン
タ

ー
（

両
津

地
区

）
毎
週
月
～
金
曜
日
　
9:
00
～
11
:3
0、
13
:0
0～
15
:3
0

☎
24
-7
07
7

９
㈭

絵
本
よ
み
き
か
せ

17
㈮

絵
本
よ
み
き
か
せ

21
㈫

誕
生
会

４
月
生
ま
れ
の
お
と
も
だ
ち
を
お
祝
い
し
ま
す
。

24
㈮

絵
本
よ
み
き
か
せ

28
㈫

身
長
体
重
測
定

身
長
・
体
重
を
測
り
ま
す
。

た
か

ち
保

育
園

地
域

子
育

て
支

援
セ

ン
タ

ー
（

相
川

地
区

）
毎
週
月
～
金
曜
日
　
9:
00
～
12
:0
0、
13
:0
0～
15
:0
0　
☎
78
-2
95
9

お
で
か
け
支
援
セ
ン
タ
ー
（
あ
い
か
わ
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
）

毎
週
火
曜
日
・
木
曜
日
　
9:
00
～
11
:3
0

９
㈭

身
長
体
重
測
定

身
長
・
体
重
を
測
り
ま
す
。

28
㈫

誕
生
会

４
月
生
ま
れ
の
お
と
も
だ
ち
を
お
祝
い
し
ま
す
。

随
時

絵
本
よ
み
き
か
せ

か
な

い
子

育
て

支
援

セ
ン

タ
ー

（
金

井
地

区
）

毎
週
月
～
金
曜
日
　
9:
00
～
11
:3
0、
13
:0
0～
15
:3
0

（
15
:0
0～
15
:3
0育
児
相
談
）

☎
63
-5
50
5

８
㈬

絵
本
よ
み
き
か
せ

10
㈮

身
長
体
重
測
定

身
長
・
体
重
を
測
り
ま
す
。

15
㈬

絵
本
よ
み
き
か
せ

17
㈮

誕
生
会

４
月
生
ま
れ
の
お
と
も
だ
ち
を
お
祝
い
し
ま
す
。

小
木

子
育

て
支

援
セ

ン
タ

ー
「

ど
ん

ぐ
り

ク
ラ

ブ
」

（
小

木
地

区
）

毎
週
月
～
金
曜
日
　
9:
00
～
13
:0
0（
13
:0
0～
14
:0
0育
児
相
談
）

☎
86
-1
12
1

14
㈫

身
長
体
重
測
定

身
長
・
体
重
を
測
り
ま
す
。

21
㈫

誕
生
会

４
月
生
ま
れ
の
お
と
も
だ
ち
を
お
祝
い
し
ま
す
。

23
㈭

絵
本
よ
み
き
か
せ

※
さ
わ
た
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
「
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
す
み
れ
」
は
移
転
準
備
の
た
め
4月
1日
か
ら
休
館
し
ま
す
。
6月
以
降
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

※
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
行
事
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
、
各
地
区
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

　
都
合
に
よ
り
日
程
が
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

○
4
月
の
行
政
相
談
日

地
区

日
時

場
所

両
津

23
㈭

13
:0
0～
16
:0
0

両
津
福
祉
セ
ン
タ
ー
し
ゃ
く
な
げ

相
川

22
㈬

  9
:0
0～
12
:0
0

あ
い
か
わ
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー

佐
和

田
20
㈪

  9
:3
0～
12
:0
0

佐
渡
中
央
会
館

金
井

22
㈬

13
:0
0～
15
:0
0

金
井
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

新
穂

８
㈬

  9
:0
0～
12
:0
0

新
穂
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

畑
野

７
㈫

13
:3
0～
15
:3
0

畑
野
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

真
野

20
㈪

13
:3
0～
15
:3
0

真
野
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

小
木

６
㈪

  9
:0
0～
12
:0
0

小
木
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

羽
茂

８
㈬

10
:0
0～
12
:0
0

羽
茂
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

赤
泊

15
㈬

13
:3
0～
16
:3
0

赤
泊
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー
や
す
ら
ぎ

※
 行
政
相
談
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
、
本
庁
、
各
支
所
・
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
地
域
支
援

係
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
拡

大
防

止
の

た
め

、行
事

が
中

止
ま

た
は

延
期

に
な

る
場

合
が

あ
り

ま
す

。ご
了

承
く

だ
さ

い
。

12

募
　
　
集

市
町
村
立
学
校
の 

 　
　

臨
時
教
職
員
募
集

　

小
中
学
校
の
正
規
教
職
員
に
欠
員
が
生

じ
た
場
合
の
臨
時
教
職
員
（
講
師
等
）
を

募
集
し
て
い
ま
す
。
採
用
を
希
望
す
る
方

は
事
前
の
登
録
を
お
願
い
し
ま
す
。

募
集
職
種　
講
師
、
養
護
助
教
諭
、　
　

　
　
　
　
　

栄
養
士
、
事
務
員

�

勤
務
を
希
望
す
る
校
種
や
教
科
等
の
教

員
免
許
状
を
所
有
ま
た
は
、
栄
養
士
免

許
証
を
有
す
る
方

※
事
務
員
は
、資
格
は
い
り
ま
せ
ん
。

�

随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、

下
越
教
育
事
務
所
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

下
越
教
育
事
務
所
学
校
支
援
第
一
課

　

☎
０
２
５
４
―
２
７
―
９
１
６
５

お
知
ら
せ

拉
致
被
害
者
全
員
の
即
時 

一
括
帰
国
を
願
う
署
名
に 

ご
協
力
く
だ
さ
い

　

曽
我
さ
ん
母
娘
を
救
う
会
と
市
は
、
４

月
26
日
の
ト
キ
マ
ラ
ソ
ン
の
開
催
に
合
わ

せ
て
署
名
活
動
を
行
い
ま
す
。
署
名
に
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。　

�

４
月
25
日
㈯　

午
前
10
時
30
分
～
午
後

４
時
30
分
、
26
日
㈰　

午
前
８
時
～
午

後
４
時
30
分

お
ん
で
こ
ド
ー
ム

�
署
名
活
動
の
お
手
伝
い
を
し
て
い
た
だ

け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
を
募
集

し
て
い
ま
す
。
ご
協
力
い
た
だ
け
る
方

は
４
月
15
日
㈬
ま
で
に
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

総
務
課　

拉
致
被
害
者
対
策
係

　

☎
63
―
３
１
１
１

４
月
１
日
㈬
か
ら
７
日
㈫
ま
で 

　
　
　
　
　
　

春
の
火
災
予
防
運
動
を
実
施
し
ま
す

　

春
先
は
空
気
が
乾
燥
し
、
火
は
ち
ょ
っ
と
風
に
あ
お
ら
れ
る
だ
け
で
す
ぐ
に
燃
え
広

が
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
火
の
取
り
扱
い
に
は
十
分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

期
間
中
、
次
の
行
事
を
実
施
し
ま
す
。

夜
間
防
火
広
報

　

地
域
の
消
防
団
が
管
轄
地
区
内
を
消
防

団
車
両
で
回
転
灯
を
点
灯
し
、
警
鐘
を
鳴

ら
し
て
夜
間
の
巡
回
を
行
い
ま
す
。

防
火
訪
問

　

相
川
方
面
隊
、
南
佐
渡
方
面
隊
の
消
防

団
員
が
ご
家
庭
を
訪
問
し
、
火
の
元
点
検

を
行
い
ま
す
。

消
防
車
両
に
よ
る
防
火
パ
レ
ー
ド

・
中
央
方
面
隊
：
国
中
地
区
の
主
要
道
路

・�

両
津
方
面
隊
：
真
更
川
か
ら
岩
首
ま
で

の
主
要
道
路

・�

相
川
方
面
隊
：
岩
谷
口
か
ら
二
見
ま
で

の
主
要
道
路

　
火
災
か
ら
大
切
な
生
命
、
財
産
を
守
る

た
め
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
し
ま

し
ょ
う

　

住
宅
用
火
災
警
報

器
に
は
、
寿
命
が
あ

り
ま
す
。
古
く
な
る

と
電
子
部
品
の
劣
化

で
火
災
を
感
知
し
な

く
な
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
住
宅
用
火
災

警
報
器
は
、
10
年
を
目
安
に
交
換
し
ま

し
ょ
う
。

中
央
消
防
署	

☎
51
―
０
１
２
３

　

両
津
消
防
署	

☎
27
―
３
５
５
５

　

相
川
消
防
署	

☎
74
―
０
１
１
９

　

南
佐
渡
消
防
署	

☎
88
―
３
１
１
９

普通救命講習
３月 29日㈰　午後１時～
両津消防署
小学校５年生以上
Ⅰ講習（午後４時まで）

　�成人に対する心肺蘇生やＡＥＤ
の使用方法を講義と実技で学び
ます。

　Ⅱ講習（午後５時まで）
　�Ⅰ講習の内容に、知識の確認と
実技の評価が加わったコースで
す。
10人　 ３月 28日㈯
・ 両津消防署

　救急・救助係
　☎２７―３５５５

アミューズメント佐渡
休館のお知らせ

　アミューズメント佐渡は、平
成６年の開館から 25 年を経過
し、老朽化が進んだことから、
皆さまが安心して利用できる施
設となるよう改修工事を行うた
め、休館します。
休�館期間　４月１日㈬～令和３
年７月 31日㈯（予定）
主な改修工事の概要
・大ホール、多目的ホール改修
・舞台改修（吊物・音響・照明）
・空調設備改修
・トイレ改修
・外壁改修
・屋根防水改修

アミューズメント佐渡
　☎５２―２００１
　（４月以降は、社会教育課
　　☎５８―７３５６）

定期的に
作動点検！

市報さど　令和2年3月号



公
共
施
設
の
今
後
に
つ
い
て
、

集
会
な
ど
に
お
伺
い
し
、 

意
見
交
換
会
を
行
い
ま
す

　

公
共
施
設
の
統
廃
合
な
ど
は
、
合
併
以

来
の
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
市

で
は
、
平
成
28
年
度
に
「
公
共
施
設
等
総

合
管
理
計
画
」
を
策
定
し
、
そ
の
計
画
に

基
づ
く
施
設
類
型
ご
と
の
「
個
別
施
設
計

画
」
を
策
定
し
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
や
意

見
交
換
会
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

市
民
の
皆
さ
ま
に
総
合
管
理
計
画
に
つ

い
て
よ
り
理
解
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
今

後
の
個
別
施
設
計
画
の
進
め
方
に
つ
い
て

ご
意
見
を
い
た
だ
き
た
い
こ
と
か
ら
、
地

域
の
集
会
等
に
市
役
所
職
員
が
お
伺
い
し
、

意
見
交
換
の
場
を
設
け
さ
せ
て
い
た
だ
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
意
見
交
換
会
を

希
望
さ
れ
る
方
は
、
ご
希
望
の
日
時
と
会

場
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

※�

日
程
は
調
整
さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま

す
。企

画
課　

行
革
推
進
係

　

☎
63
―
３
８
０
２

４
月
か
ら
佐
渡
航
路
運
賃

「
島
民
割
引
」の
対
象
が
、

島
外
で
学
ぶ
大
学
生
な
ど
に

も
拡
大
さ
れ
ま
す

�

島
外
の
大
学
・
専
門
学
校
等
に
在
学
す

る
方
で
、
佐
渡
市
の
住
民
に
扶
養
さ
れ

て
い
る
方

�

４
月
以
降
に
在
学
証
明
書
ま
た
は
、
生

徒
手
帳
（
写
）
な
ど
を
持
参
し
、
市
役

所
交
通
政
策
課
（
会
議
室
棟
）
ま
た
は
、

各
支
所
・
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
で

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※�
申
請
方
法
の
詳
細
は
、4
月
以
降
に
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

４
月
か
ら
浄
化
槽
設
置
等
補

助
金
制
度
が
変
わ
り
ま
す

　

単
独
処
理
浄
化
槽
か
ら
合
併
処
理
浄
化

槽
に
転
換
す
る
場
合
に
限
り
、
従
来
の
浄

化
槽
設
置
等
に
加
え
、
宅
内
配
管
工
事
に

係
る
費
用
を
補
助
対
象
と
し
ま
す
。

�

単
独
処
理
浄
化
槽
か
ら
合
併
処
理
浄
化

槽
に
切
り
替
え
設
置
す
る
方

�

浄
化
槽
の
本
体
の
設
置
に
必
要
と
な
る

宅
内
配
管
工
事
費
と
30
万
円
の
い
ず
れ

か
少
な
い
額
を
追
加
し
て
補
助
し
ま
す
。

�

各
種
要
件
が
あ
り
ま
す
の
で
、
浄
化
槽

設
置
を
ご
検
討
の
方
は
必
ず
事
前
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

上
下
水
道
課　

下
水
道
維
持
管
理
係

　

☎
55
―
２
２
２
２

障
が
い
者
施
設
授
産
品
販
売

�

市
役
所
本
庁
舎
１
階
（
正
面
玄
関
奥
の

階
段
横
）

４
月
10
日
㈮　

正
午
～
午
後
１
時

施
設
名　
愛
ら
ん
ど
新
穂

販�

売
予
定
品　
し
あ
わ
せ
豆
富
、
奈
っ

ち
ゃ
ん
打
ち
豆
、
味
付
け
油
あ
げ
な
ど

４
月
24
日
㈮　

正
午
～
午
後
１
時

施
設
名　
愛
ら
ん
ど
相
川

販�

売
予
定
品　
木
製
パ
ズ
ル
、
結
び
織
り

製
品
、
裂
き
織
製
品
な
ど

社
会
福
祉
課　

障
が
い
福
祉
係

　

☎
63
―
５
１
１
３

市
役
所
に
い
た
だ
い
た 

ご
意
見
・
ご
提
言
と
回
答
を

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら 

ご
覧
い
た
だ
け
ま
す

　

ガ
ラ
ス
張
り
の
行
政
運
営
の
一
環
と
し

て
、
市
役
所
に
い
た
だ
い
た
ご
意
見
・
ご

提
言
お
よ
び
そ
れ
に
対
す
る
回
答
を
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

総
務
課
広
報
戦
略
室　

広
報
広
聴
係

　

☎
63
―
５
１
３
９

医療技術者奨学資金 
貸与制度を 

ご利用ください
　将来、佐渡で医療業務に従事され
る予定の方へ、入学金や授業料など
を無利子でお貸しします。

�4 月 1 日㈬～ 24 日㈮までに市役
所市民生活課健康推進室（本庁舎
２階）で申請手続きを
してください。
�所得要件があります。

　詳しくは、市ホーム
　ページをご覧ください。
市民生活課健康推進室

　☎６３―３１１５

平
成
30
年
度
「
佐
渡
を
美
し
く
す
る
会
」

標
語
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
作
品
紹
介

優
秀
賞

　
守
ろ
う
よ

　
　
佐
渡
の
未
来
は

　
　
　  

日
本
の
未
来

市報さど　令和2年3月号13

�

令
和
２
年
度
予
算
の
成
立
を
前
提
に
ご

案
内
し
て
い
ま
す
。

交
通
政
策
課　

交
通
対
策
係

　

☎
63
―
３
１
８
４



14

お
知
ら
せ

固
定
資
産
台
帳
の
閲
覧
・
縦
覧
帳
簿
の
縦
覧
を
行
い
ま
す

�

４
月
１
日
㈬
～
30
日
㈭　

平
日
の
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
30
分

市
役
所
税
務
課
（
本
庁
舎
１
階
）
ま
た
は
、
各
支
所
・
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

課
税
台
帳
の
閲
覧

　

納
税
義
務
者
等
が
「
固
定
資
産
課
税
台

帳
」
に
登
録
さ
れ
た
自
己
の
資
産
の
内
容

を
確
認
で
き
る
制
度
で
す
。
借
地
・
借
家

の
方
も
借
用
し
て
い
る
物
件
の
内
容
を
確

認
で
き
ま
す
。

　

期
間
中
の
閲
覧
は
無
料
で
す
が
、
写
し

の
交
付
に
は
手
数
料
が
必
要
で
す
。

閲
覧
で
き
る
方

（
お
持
ち
い
た
だ
く
も
の
）

○�

本
人
・
同
一
世
帯
の
親
族
（
運
転
免
許

証
等
の
本
人
確
認
が
で
き
る
も
の
、
印

鑑
）

○�

法
人
（
法
人
の
印
鑑
、
閲
覧
す
る
方
の

社
員
証
な
ど
法
人
の
従
業
員
で
あ
る
こ

と
が
確
認
で
き
る
も
の
）

○�

借
地
・
借
家
人
の
方
（
賃
貸
借
契
約
書

等
、
閲
覧
す
る
方
の
本
人
確
認
が
で
き

る
も
の
、
印
鑑
）

○�

代
理
の
方
（
納
税
者
の
委
任
状
、
閲
覧

す
る
方
の
本
人
確
認
が
で
き
る
も
の
、

印
鑑
）

縦
覧
帳
簿
の
縦
覧

　

納
税
者
が
自
己
の
土
地
や
家
屋
が
適
正

に
評
価
さ
れ
て
い
る
か
ほ
か
の
物
件
と
比

較
し
て
判
断
で
き
る
よ
う
、
帳
簿
を
ご
覧

に
な
る
こ
と
が
で
き
る
制
度
で
す
。

　
「
土
地
価
格
等
縦
覧
帳
簿
」
に
は
土
地

の
所
在
・
地
番
・
地
目
・
地
積
・
価
格
が
、「
家

屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿
」に
は
建
物
の
所
在
・

地
番
・
種
類
・
構
造
・
床
面
積
・
価
格
が

掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。　

　

期
間
中
の
縦
覧
は
無
料
で
す
が
、
写
し

の
交
付
は
で
き
ま
せ
ん
。

縦
覧
で
き
る
方

（
お
持
ち
い
た
だ
く
も
の
）

　

納
税
者
と
同
一
世
帯
の
親
族
、
納
税
管

理
者
（
納
税
通
知
書
、
課
税
明
細
書
、
ま

た
は
運
転
免
許
証
等
の
本
人
確
認
が
で
き

る
も
の
、
印
鑑
）

�

４
月
中
旬
に
お
送
り
す
る
納
税
通
知
書

（
課
税
明
細
書
）
で
も
課
税
内
容
は
確

認
で
き
ま
す
。

税
務
課　

固
定
資
産
税
係

　

☎
63
―
５
１
１
０

気
づ
い
て
く
だ
さ
い
！
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の
サ
イ
ン

　

こ
こ
ろ
の
悩
み
を
抱
え
て
い
た
り
、
１
人
で
悩
ん
で
い
た
り
し
ま
せ
ん
か
？

　

悩
み
を
抱
え
込
ん
で
い
る
人
が
周
囲
に
い
ま
せ
ん
か
？
自
分
で
は
病
気
と
気
づ
か
な
い

場
合
も
多
い
の
で
、
周
囲
が
変
化
に
気
づ
く
こ
と
も
大
切
で
す
。

次
の
よ
う
な
症
状
は
あ
り
ま
せ
ん
か

○�

眠
れ
な
い
（
途
中
で
目
が
覚
め
る
、
朝

早
く
に
目
覚
め
る
）

○�

食
欲
が
な
い
（
ま
た
は
急
に
食
欲
が
で

て
き
た
）

○�

気
分
が
落
ち
込
む
（
朝
が
つ
ら
い
、
夕

方
に
な
る
と
少
し
楽
に
な
る
）

　

症
状
が
２
週
間
以
上
続
く
場
合
は
う
つ

病
の
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
１
人
で
悩
ま

ず
専
門
機
関
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

周
り
の
人
の
様
子
が
い
つ
も
と
違
っ
た
ら

○�

声
を
か
け
、
心
配
し
て
い
る
こ
と
を
伝

え
、
相
手
の
考
え
を
否
定
せ
ず
に
話
を

聴
く
。

○�

話
を
聴
い
た
ら
「
大
変
だ
っ
た
ね
」
と

ね
ぎ
ら
い
の
気
持
ち
を
伝
え
る
。

○�

相
談
窓
口
が
あ
る
こ
と
を
伝
え
、
相
談

を
促
す
。

　

う
つ
症
状
が
強
く
な
る
と
、
１
人
で
は

相
談
に
行
く
・
受
診
す
る
等
の
行
動
を
と

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
ま
ず
は
ご
家
族

の
方
だ
け
で
も
相
談
に
行
き
ま
し
ょ
う
。

こ
こ
ろ
の
健
康
を
支
援
す
る
相
談
窓
口

　

県
こ
こ
ろ
の
相
談
ダ
イ
ヤ
ル

　

☎
０
５
７
０
―
７
８
３
―
０
２
５

　

佐
渡
保
健
所　

☎
74
―
３
４
０
７

　

市
民
生
活
課
健
康
推
進
室

　

☎
63
―
３
１
１
５

　

市
障
が
い
者
基
幹
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

　

（
社
会
福
祉
課
内
）
☎
63
―
３
１
２
７

ほのぼのカフェ
（認知症カフェ）に
参加してみませんか！

　お茶を飲みながらゆったり過
ごす地域の集いの場です。
・�茶の間ひまわり�
（両津夷商店街） 

４月15日㈬ 10:00～12:00
・�こいっ茶よらん会�
（佐州おーやり館） 
４月20日㈪ 10:00～11:30

・�寄り処　あそさん�
（旧阿曽医院） 
４月3日㈮ 10:00～12:00

・�大浦の里�
４月27日㈪ 10:00～12:00

・�はもちの里�
４月19日㈰ 13:30～15:30

高齢福祉課
　地域包括ケア推進室
　☎６３―３７９０

市報さど　令和2年3月号



狂犬病予防注射日程のお知らせ
　犬の所有者は、狂犬病予防注射を 4月 1日から 6月 30日の間に受けさせなければならないと
法律により義務付けられていますので、忘れずに行いましょう。
注射料金　3,250 円（昨年度と金額が異なります。）

　押印した案内はがき （はがきは、4月 5日㈰までに飼い主の方へお届けします。）
・新規登録の方は、注射料金のほかに登録手数料 3,000 円が必要です。

　・住所地以外でも受け付けできますので、ご都合のよい注射会場でお受けください。
　・�ご都合により今回の集合注射が受けられなかった場合は、案内はがきを持参の上、最寄りの

動物病院等で注射をお受けください。（その際には前述の注射料金と異なります。）
月日 会　　場 時　　間

両津地区

4/13
㈪

 岩首バス待合所   9:50 ～ 10:00
 両津デイサービスセンター　いわゆり 10:10 ～ 10:20
 ＪＡ赤玉店 10:30 ～ 10:35
 東立島　小田原神社 10:40 ～ 10:45
 月布施北バス停留所 10:55 ～ 11:00
 片野尾ふるさと館 11:10 ～ 11:15
 水津漁業協同組合 11:25 ～ 11:30
 津島荘 11:40 ～ 11:50
 羽二生コミュニティセンター 12:40 ～ 12:45
 両尾ふれあいセンター 12:55 ～ 13:05
 椎泊公民館 13:15 ～ 13:25
 河崎公民館 13:35 ～ 14:00

4/15 
㈬

 中嶋屋旅館   9:40 ～   9:45
 旧北鵜島小学校跡地 10:05 ～ 10:10
 旧海府出張所 10:35 ～ 10:40
 旧北小浦分校 10:50 ～ 10:55
 黒姫漁港 11:05 ～ 11:10
 歌見　熊野神社 11:20 ～ 11:30
 浦川郵便局 11:40 ～ 11:45
 平松　神明宮 12:40 ～ 12:50
 和木公会堂 13:05 ～ 13:10
 白瀬公会堂 13:20 ～ 13:25
 椿　荒崎神社 13:35 ～ 13:45
 上梅津ふれあいセンター 13:55 ～ 14:15
 両津総合体育館 14:30 ～ 15:00

4/17
㈮

 下横山集会所   9:00 ～   9:20
 秋津地域文化伝承館   9:30 ～   9:45
 ふれあい両津農村婦人の家   9:55 ～ 10:10
 原黒公民館 10:20 ～ 10:30
 住吉公民館 10:35 ～ 10:45
 おんでこドーム 10:55 ～ 11:30
 吾潟ふれあいセンター 12:40 ～ 12:50

相川地区

4/20 
㈪

 外海府活性化センター   9:25 ～  9:35
 自然休養村管理センター   9:50 ～ 10:00
 北川内活性化センター 10:10 ～ 10:20
 北片辺民話の館 10:30 ～ 10:40
 戸地サブセンター 10:50 ～ 11:00
 北狄ふれあいセンター 11:10 ～ 11:20
 姫津漁村センター 11:30 ～ 11:40
 二見集落センター 13:00 ～ 13:10
 稲鯨漁村センター 13:20 ～ 13:35
 相川大浦活性化センター 13:45 ～ 13:55
 相川体育館 14:10 ～ 14:40

佐和田地区

4/22 
㈬

 佐和田漁民センター   9:00 ～   9:25
 窪田集落センター   9:35 ～   9:45
 昭和会館 10:00 ～ 10:10
 松井誠記念会館 10:20 ～ 10:45
 八幡集落センター 10:55 ～ 11:20
 佐渡中央会館 11:30 ～ 12:10

月日 会　　場 時　　間
金井地区

4/27 
㈪

 平清水会館    9:00 ～   9:10
 泉公民館    9:20 ～   9:30
 中興公会堂   9:40 ～ 10:00
 貝塚活性化センター 10:15 ～ 10:35
 ＪＡ佐渡倉庫（吉井育苗センター前） 10:45 ～ 11:00
 市役所本庁舎 11:15 ～ 11:50

新穂地区

4/17 
㈮

 潟上集落開発センター 13:00 ～ 13:20
 下大野集落開発センター 13:30 ～ 13:40
 下新穂集落開発センター 13:50 ～ 14:05
 旧新穂行政サービスセンター跡地 14:20 ～ 14:50

畑野地区
4/13  
㈪  松ヶ崎総合センター   9:20 ～   9:30

4/27 
㈪

 �宮川農協準低温倉庫（県道両津・真野・ 
赤泊線沿線の本光寺前バス停近く） 13:00 ～ 13:15

 小倉集落センター 13:35 ～ 13:45
 栗野江集落センター 14:05 ～ 14:20
 畑野就業改善センター 14:35 ～ 15:00

真野地区

4/22 
㈬

 金丸公民館 13:20 ～ 13:30
 竹田集落センター 13:45 ～ 13:55
 豊田集落センター 14:10 ～ 14:20
 真野行政サービスセンター 14:30 ～ 15:10

4/24 
㈮

 倉谷ふれあいセンター   9:00 ～   9:10
 笹川集落センター   9:45 ～   9:55
 高崎集落センター 10:20 ～ 10:30

小木地区

4/24 
㈮

 小比叡集落センター 10:50 ～ 11:10
 江積浄化センター 11:30 ～ 11:40
 宿根木バス停留所 12:00 ～ 12:15
 あゆす会館 13:20 ～ 14:00

羽茂地区

4/30 
㈭

 小泊集落センター   9:00 ～   9:20
 上山田中組柿集荷場   9:30 ～   9:40
 大崎活性化センター 10:05 ～ 10:20
 市役所羽茂支所 10:35 ～ 11:05
 大橋選果場 11:15 ～ 11:35

赤泊地区

4/30 
㈭

 新保会館 11:55 ～ 12:10
 赤泊総合文化会館 13:00 ～ 13:20
 莚場バス停留所 13:35 ～ 13:45
 腰細城ヶ浜公園 13:55 ～ 14:05
 徳和会館 14:15 ～ 14:30
 川茂会館 14:45 ～ 14:55

日曜開催
5/10 
㈰  市役所本庁舎 10:00 ～ 12:00

環境対策課　環境対策係　☎６３―３１１３

市報さど　令和2年3月号15
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お
知
ら
せ

国
民
健
康
保
険
・
国
民
年
金
の
届
け
出
は
お
忘
れ
な
く

　

春
は
進
学
や
就
職
、
退
職
な
ど
が
多
い
時
期
で
す
。
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
た
り

や
め
た
り
す
る
と
き
は
、
14
日
以
内
に
届
け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

加
入
の
届
け
出
が
遅
れ
た
場
合
は
…

　

保
険
証
が
な
い
た
め
、
そ
の
間
に
か
か
っ
た
医
療
費
は
一
旦
、
全
額
自
己
負
担
と
な
り

ま
す
。

　

ま
た
、
国
保
や
国
民
年
金
へ
の
加
入
は
、
届
け
出
が
遅
れ
た
と
し
て
も
加
入
発
生
の
事

実
が
生
じ
た
時
点
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
加
入
と
な
る
た
め
、
国
保
の
保
険
税
や
国
民
年
金

保
険
料
も
さ
か
の
ぼ
っ
て
納
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
り
ま
す
。

や
め
る
届
け
出
が
遅
れ
た
場
合
は
…

　

国
保
の
保
険
税
と
国
保
以
外
の
健
康
保
険
料
が
二
重
で
か
か
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
既
に

別
の
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
の
に
国
保
の
保
険
証
を
使
っ
て
受
診
し
た
場
合
、
国
保

が
負
担
し
た
医
療
費
を
返
還
し
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

職
場
の
健
康
保
険
に
加
入
し
て
も
、�

職
場
か
ら
市
役
所
に
国
保
を
や
め
る
届
け
出
は
出
さ
れ
ま
せ
ん
。

任
意
継
続
制
度
と
国
民
健
康
保
険
の
ど
ち
ら
か
を
選
択
で
き
ま
す

　

職
場
の
健
康
保
険
に
よ
っ
て
は
、
退
職
後
も
在
職
中
と
同
様
に
職
場
の
健
康
保
険
に
加

入
で
き
る
「
任
意
継
続
制
度
」
が
あ
り
ま
す
。

　

国
保
の
保
険
税
額
は
、
国
保
に
加
入
す
る
方
の
前
年
の
所
得
と
世
帯
の
国
保
加
入
者
の

人
数
を
基
に
算
定
さ
れ
る
た
め
、
状
況
に
よ
っ
て
は
任
意
継
続
制
度
の
ほ
う
が
有
利
に
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

国
保
の
保
険
税
額
は
市
役
所
で
試
算
で
き
ま
す
。
任
意
継
続
制
度
の
加
入
要
件
や
掛
金

な
ど
は
、
在
職
中
に
加
入
し
て
い
た
健
康
保
険
の
保
険
者
ま
た
は
職
場
の
担
当
者
に
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

国
民
健
康
保
険
税
の
軽
減
措
置
制
度
が
あ
り
ま
す

　

倒
産
・
解
雇
・
雇
止
め
な
ど
の
事
業
主
の
都
合
に
よ
る
退

職
の
場
合
、
国
民
健
康
保
険
税
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。
詳
し
く

は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

市
民
生
活
課　

保
険
年
金
係　

☎
63
―
５
１
１
２

こんなとき 届け出に必要なもの 持ち物

加
入
す
る
と
き

ほかの市町村から転入してきたとき 転出証明書
・�マイナンバー（個
人番号）

・印鑑
・�本人確認書類（運
転免許証などの顔
写真付の証明書１
点、または顔写真
付でない場合は、
保険証、年金手帳、
年金証書など、住
所・氏名・生年月
日が確認できるも
の２点が必要）

※�同時に年金の手続き
を行う場合は、年金
手帳や年金証書など、
基礎年金番号が分か
る書類をご持参くだ
さい。

※�窓口に来られる方と
届け出が必要な方が
別世帯の場合は、委
任状が必要です。

職場の健康保険をやめたとき
職場の健康保険・厚生
年金をやめたことを証
明するもの

職場の健康保険の被扶養者でなく
なったとき

被扶養者でなくなった
ことを証明するもの

子どもが生まれたとき 母子健康手帳
生活保護を受けなくなったとき 保護廃止決定通知書

や
め
る
と
き

ほかの市町村に転出するとき 国保の保険証

職場の健康保険に加入したとき
国保と職場の健康保険
の両方の保険証（職場
の保険証が未交付の場
合は加入したことを証
明するもの）

職場の健康保険の被扶養者になっ
たとき

国保の被保険者が死亡したとき 国保の保険証

生活保護を受けるようになったとき 国保の保険証、保護開
始決定通知書

そ
の
ほ
か

市内で住所が変わったとき
国保の保険証世帯主や氏名が変わったとき

世帯分離・合併したとき

修学のため、佐渡市から転出すると
き

在学証明書（原本）ま
たは学生証（写し）

市報さど　令和2年3月号



市優良工事・優秀技術者表彰、除雪功労者表彰 
受賞おめでとうございます

　市が発注した建設工事の施工成績が特に優良な建設業者とその工事を施工管理した技術者の方、除雪業
務に 20年以上従事し、ほかの模範となる方が表彰されました。

土木部門
・会社名　有限会社菊池組
　工事名　（仮称）両津湊・河崎地
　　区統合保育園（外構整備）工事 
　優秀技術者　齋藤　海三さん
・会社名　株式会社広瀬組
　工事名　大川漁港漁港施設機能強
　　化工事
　優秀技術者　本間　淳一さん
建築部門
・会社名　株式会社近藤組
　工事名　旧相川支所解体工事
　優秀技術者　松本　勝司さん
除雪功労者 　有限会社茅原工務店　茅原　正一さん
財政課契約検査室　検査係　☎６３―５１３７

検察審査会からのお知らせ
　検察審査会は、不起訴になった事件を国民の目でそれが妥当かどうか審査する国の機関です。所属
する検察審査員は選挙人名簿から毎年選任されますので、選任された場合は、ご協力をお願いします。
　また、不起訴に不満をお持ちの方は、検察審査会にご相談ください。
佐渡検察審査会事務局（新潟地方裁判所佐渡支部内）　☎５２―３１５１

コミュニティ助成事業で整備しました
　（一財）自治総合センターでは、地域のコミュニティ活動の充実・強化を図り、地域社会の健全な発
展と住民福祉の向上に寄与することを目的に、宝くじの社会貢献広報事業としてコミュニティ助成事
業を実施しています。この宝くじの助成を受けて、稲荷町地区では「獅子幕、衣装、太鼓」を整備し
ました。

地域振興課　地域振興係
　☎６３―４１５２

市報さど　令和2年3月号17
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皆
さ
ん
は
自
分
の

顔
に
つ
い
て
じ
っ
く

り
考
え
た
こ
と
が
あ

る
で
し
ょ
う
か
？
考

え
た
と
こ
ろ
で
ど
う

に
も
な
ら
な
い
も
の
で
す
が
、
顔
は

自
己
認
識
の
最
も
単
純
な
手
段
で
あ

り
、
唯
一
無
二
の
プ
ラ
カ
ー
ド
を
社
会

に
対
し
て
掲
げ
て
い
る
と
言
っ
て
い
い

で
し
ょ
う
。
就
職
面
接
な
ど
で
も
第
一

印
象
が
重
視
さ
れ
、
「
人
は
見
た
目
が

…
」
と
言
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
ご
時
世

で
す
か
ら
「
整
っ
た
顔
」
で
あ
る
に
越

し
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
歯
科
に
は
歯
並
び
を
き
れ
い
に
す
る

「
矯
正
歯
科
」
が
あ
り
、
実
は
「
歯
並

び
」
だ
け
で
は
な
く
、
「
横
顔
の
美
し

さ
」
を
治
療
の
最
終
ゴ
ー
ル
と
考
え
て

い
ま
す
。
古
代
エ
ジ
プ
ト
の
壁
画
に
は

横
顔
だ
け
し
か
描
か
れ
て
い
ま
せ
ん
。

何
千
年
前
の
太
古
の
時
代
か
ら
人
類
は

横
顔
の
美
し
さ
を
追
及
し
て
き
た
こ
と

が
う
か
が
え
ま
す
。

　
矯
正
治
療
で
は
レ
ン
ト
ゲ
ン
写
真
上

で
顔
面
の
解
剖
学
的
な
数
箇
所
の
基
準

点
を
決
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
２
点
間
の
直

線
を
数
本
引
き
、
そ
れ
ら
す
べ
て
の
角

度
を
計
測
し
ま
す
。
つ
ま
り
、
現
在
の

状
態
を
客
観
的
数
値
に
置
き
換
え
る
の

で
す
。
そ
の
角
度
を
修
正
し
つ
つ
、
成

長
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
な
が
ら
、
２
、

３
年
か
け
て
理
想
的
な
歯
軸
傾
斜
、
歯

牙
位
置
、
顎
骨
形
態
に
仕
上
げ
て
い
き

ま
す
。

　
特
に
横
顔
に
関
し
て
は
鼻
先
と
下
あ

ご
の
先
端
を
結
ん
だ
直
線
を
「
審
美

線
」
と
い
い
、
そ
の
線
に
対
し
て
上
口

唇
と
下
口
唇
の
位
置
関
係
を
整
え
ま
す
。

　
ま
た
、
成
長
が
終
了
し
た
高
校
生
以

降
に
対
し
て
は
口
腔
外
科
で
全
身
麻
酔

下
で
の
顎
骨
整
形
術
が
必
要
に
な
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

　
歯
並
び
や
顔
立
ち
が
気
に
な
る
と
い

う
小
中
学
生
を
お
持
ち
の
父
兄
の
方
は
、

ぜ
ひ
早
い
時
期
に
矯
正
歯
科
に
相
談
さ

れ
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　
次
回
は
両
津
病
院
の
内
山
先
生
で
す
。

市立病院から

こんにちはこんにちは
両
津
病
院
　
猪
本
　
正
人
　
先
生
　
診
療
科
目
／
歯
科
口
腔
外
科

美
し
い
横
顔
を
求
め
て

両津ミニコースを案内するジオガイド

再
審
査
結
果
の一部
を
紹
介
！

　

昨
年
12
月
25
日
に
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
委
員
会
か
ら
ジ
オ
パ
ー
ク
再
認
定
審
査
の
結
果
が

発
表
さ
れ
、
そ
の
後
、
審
査
結
果
の
詳
細
を
記
し
た
報
告
書
が
届
き
ま
し
た
。
今
回
は
そ

の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

評
価
さ
れ
た
点

・�

多
様
な
専
門
分
野
の
学
芸
員
が
お
り
、

他
分
野
の
専
門
家
と
も
連
携
し
な
が
ら

推
進
活
動
を
行
っ
て
い
る
こ
と

・�

観
光
や
産
業
の
関
係
者
が
ジ
オ
パ
ー
ク

活
動
に
関
わ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と

・�

市
民
講
座
や
出
前
授
業
な
ど
の
教
育
活

動
が
続
け
ら
れ
て
い
る
こ
と

・�

民
間
企
業
や
団
体
が
積
極
的
に
ジ
オ

パ
ー
ク
へ
関
わ
っ
て
き
た
こ
と

・�

ジ
オ
ガ
イ
ド
に
よ
る
モ
デ
ル
コ
ー
ス
作

り
な
ど
自
主
的
な
活
動
が
続
け
ら
れ
て

い
る
こ
と

今
後
の
課
題
や
改
善
す
べ
き
点

・�

ジ
オ
パ
ー
ク
の
見
ど
こ
ろ
に
設
置
す
る

看
板
、
ジ
オ
パ
ー
ク
に
つ
い
て
分
か
り

や
す
く
説
明
す
る
案
内
冊
子
の
整
備

・�
ジ
オ
ツ
ア
ー
な
ど
に
関
す
る
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
分
析

・�

年
齢
、
興
味
関
心
、
来
島
目
的
な
ど
が

異
な
る
多
様
な
人
へ
合
わ
せ
た
情
報
提

供
・�

ジ
オ
パ
ー
ク
、
世
界
農
業
遺
産
、
世
界

文
化
遺
産
登
録
活
動
の
実
質
的
な
効
果

の
創
出

　

そ
れ
ぞ
れ
の
課
題
に
対
す
る
今
後
の
取

り
組
み
は
、
随
時
お
知
ら
せ
し
て
い
き
ま

す
。

　

報
告
書
の
全
文
は
佐
渡

ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
協
議
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い

た
だ
け
ま
す
。

社
会
教
育
課
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
室

　

☎
27
―
２
１
６
２

ジ
オ
パ
ー
ク
、
推
進
日
記　
107
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退任のごあいさつ
任期：平成 29年 4月から３年間

　早いもので３年の任期満了を迎え退任のごあいさつとなり
ました。片野尾で過ごさせていただいた日々は一言では語れ
ません。退任後は真野にて民泊業を営みますので今後ともよ
ろしくお願いします。

　37 年振りに U ターンしてから、あっという間
の３年間でした。特にふるさと納税の返礼品につ
いては、多くの方々からご協力いただくと同時
にいろいろな勉強もさせていただきました。本
当にありがとうございました。

　任期後は、農業で佐渡の地域振興に貢
献できるよう、米・とうもろこし・いち
じく・みかんの栽培に取り組む夫の協力
隊になります。そして自然豊かな佐渡の
暮らしの中で、子どももあと数人、産み
育てたいと思います。

　あっという間の３年間でした。みなとオア
シス認定施設での賑わいを主に担当させてい
ただき、良い経験をさせていただきました。
この地で暮らす思いのある方々とも多く接す
ることもでき、島民の底力を見せつけられま
した。これからも多くの方と一緒に佐渡に楽
しいを作っていければ幸いです。ありがとう
ございました。

地域振興課　地域振興係　☎６３―４１５２

地域おこし協力隊の活動を
ブログで紹介中

片野尾集落担当　高杉　正哉

ふるさと納税推進担当 
林　純一

小木町・宿根木地域担当 
岩瀬　祥子

赤泊地区担当
渋谷　春菜

みなとオアシス佐渡両津推進
担当

笠井　直樹

　ひたすら楽しく充実した 3 年間でした。
「佐渡に恩返しをしたい」と思って来たはず
が、いただく恩が増えるばかりで返しきれ
そうにありません。本当にありがとうござ
いました。住めば住むほどこの島が好きに
なります。

市報さど　令和2年3月号19
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高
千
小
学
校
で
は
、
い
じ
め
・
不
登
校
を
生
ま
な
い
学
校
づ
く
り
に
向
け
、
児

童
が
主
体
的
に
活
動
し
、
豊
か
な
社
会
性
を
身
に
付
け
る
取
り
組
み
を
行
っ
て
い

ま
す
。
「
ふ
わ
ふ
わ
言
葉
で
あ
っ
た
か
笑
顔
！
み
ん
な
幸
せ
元
気
１
０
０
倍
」
の

ス
ロ
ー
ガ
ン
の
下
、
さ
ま
ざ
ま
な
教
育
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

１　
高
千
っ
子
祭
り
で
地
域
と
交
流

　

高
千
っ
子
祭
り
は
、
簡
単
な
遊
び

や
ゲ
ー
ム
が
で
き
る
出
店
を
異
学
年

の
縦
割
り
班
で
準
備
し
、
お
客
さ
ま

を
招
い
て
楽
し
む
活
動
で
す
。
地
域

の
保
育
園
、
中
学
校
、
介
護
施
設
や

保
護
者
の
皆
さ
ん
も
参
加
し
、
交
流

を
深
め
る
良
い
機
会
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

活
動
で
は
、
役
割
を
分
担
し
協
力

し
て
取
り
組
む
態
度
の
育
成
や
お
客

さ
ま
に
優
し
い
言
葉
で
温
か
く
接
す

る
気
持
ち
を
育
て
て
い
ま
す
。

２　
い
じ
め
見
逃
し
ゼ
ロ
集
会
の
開
催

　

い
じ
め
見
逃
し
ゼ
ロ
集
会
は
、
い

じ
め
を
見
逃
さ
な
い
・
許
さ
な
い
気

持
ち
の
醸
成
を
ね
ら
い
と
し
て
い
ま

す
。
今
年
度
は
、
仲
間
づ
く
り
活
動

と
メ
ッ
セ
ー
ジ
カ
ー
ド
交
換
を
行
い

ま
し
た
。

　

仲
間
づ
く
り
活
動
で
は
、
背
中
に

貼
っ
た
動
物
の
絵
だ
け
を
頼
り
に
、

言
葉
を
言
わ
ず
に
同
じ
動
物
同
士
で

集
ま
る
「
仲
間
集
め
」
と
、
２
学
期

の
思
い
出
の
絵
を
リ
レ
ー
し
な
が
ら

描
き
足
し
て
完
成
さ
せ
る
「
お
絵
描

き
リ
レ
ー
」
を
行
い
ま
し
た
。

　

ど
ち
ら
も
児
童
同
士
が
密
接
に
か

か
わ
る
活
動
で
、
で
き
た
時
の
連
帯

感
や
自
己
有
用
感
・
自
己
肯
定
感
を

高
め
る
活
動
と
な
り
ま
し
た
。

　

５
・
６
年
生
は
、
高
千
中
学
校
の

集
会
に
も
参
加
し
、
い
じ
め
の
一
つ

で
あ
る
「
い
じ
り
」
に
つ
い
て
考
え

る
な
ど
、
い
じ
め
見
逃
し
ゼ
ロ
に
向

け
た
意
識
を
一
層
高
め
て
い
ま
す
。

高
千
小
学
校

高
千
小
学
校

が
ん
ば
っ
て
ま
す

が
ん
ば
っ
て
ま
す

　

佐
渡
奉
行
所
は
、慶
長
９（
１
６
０
４
）

年
に
大
久
保
長
安
に
よ
っ
て
整
備
さ
れ
、

以
降
の
佐
渡
の
行
政
や
司
法
、
金
銀
山
の

管
理
を
行
う
重
要
な
施
設
で
し
た
。

　

日
本
海
を
見
下
ろ
す
敷
地
内
に
は
、
奉

行
の
住
む
陣
屋
や
御
金
蔵
を
は
じ
め
、
広

間
役
長
屋
や
武
具
蔵
な
ど
が
建
て
ら
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
北
側
の
一
段
低
い
場
所
に

は
、
宝
暦
９
（
１
７
５
９
）
年
に
寄よ
せ

勝せ
り

場ば

と
よ
ば
れ
る
金
銀
山
の
選
鉱
・
製
錬
を

行
っ
た
工
場
が
整
備
さ
れ
、
ほ
か
の
奉
行

所
に
は
な
い
大
き
な
特
徴
に
な
っ
て
い
ま

す
。

　

奉
行
所
の
建
物
は
、
江
戸
時
代
に
５
回

の
火
災
被
害
を
受
け
、
そ
の
都
度
建
て
替

え
ら
れ
、
建
物
の
一
部
が
昭
和
４
年
に
国

史
跡
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
昭

和
17
年
に
６
度
目
の
火
災
で
建
物
が
焼
失

し
た
こ
と
に
よ
り
、
指
定
が
解
除
さ
れ
ま

し
た
。
そ
の
後
、
平
成
６
年
に
再
度
国
史

跡
に
指
定
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
て
、
保
存

整
備
事
業
が
計
画
さ
れ
、
同
年
か
ら
平
成

10
年
ま
で
の
５
年
間
に
わ
た
る
発
掘
調
査

が
実
施
さ
れ
、
そ
の
調
査
成
果
が
保
存
整

備
に
活
か
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
平
成
13
年
に
御
役
所
部
分
が
、

平
成
16
年
に
は
勝
場
が
復
原
さ
れ
、
現
在

公
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

鉱
山
町
あ
い
か
わ
・
上
町
散
策
③

　
　
　
　
　
　
　
　
佐
渡
奉
行
所
跡（
そ
の
2
）

学
校
教
育
課　

☎
58
―
７
３
５
１

空撮による佐渡奉行所の全景

世
界
遺
産
推
進
課　

☎
63
―
５
１
３
６

仲間づくり活動の様子
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生活情報生活情報
　　さど　　さど

佐
渡
金
銀
山
世
界
遺
産
登
録
推
進
講
演
会
を
開
催

　

１
月
26
日
、
時
事
通
信
ホ
ー
ル
（
東
京
都
）
で
、

佐
渡
金
銀
山
世
界
遺
産
登
録
推
進
講
演
会
が
開
催

さ
れ
、
２
５
０
人
を
超
え
る
多
く
の
方
が
参
加
し

ま
し
た
。

　

新
潟
大
学
の
池
田
哲
夫
名
誉
教
授
を
講
師
に
迎

え
、
「
佐
渡
の
伝
統
文
化
と
金
銀
山
」
を
演
題
に
、

講
演
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
柳
田
國
男
と
佐
渡

の
出
会
い
に
つ
い
て
や
、
戯
曲
「
夕
鶴
」
の
原
話
、

「
北
小
浦
民
族
史
」
の
話
、
江
戸
時
代
に
金
銀
山

の
活
況
で
急
増
し
た
相
川
の
人
口
を
支
え
た
本
土

か
ら
の
移
住
者
の
話
、
そ
し
て
特
に
漁
業
技
術
の

発
展
に
つ
い
て
興
味
深
い
知
識
を
披
露
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
最
後
は
、
世
阿
弥
か
ら
始
ま
り
、

大
久
保
長
安
に
よ
り
開
花
し
た
佐
渡
で
の
能
の
発
展
の
歴
史
と
鷺
流
狂
言
の
歴
史
や
演

舞
の
特
徴
な
ど
を
ご
紹
介
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

講
演
会
で
は
、
世
界
遺
産
登
録
に
向
け
て
約
50
万
筆
の
署
名
が
集
ま
っ
た
こ
と
へ
の

お
礼
と
、
国
内
推
薦
達
成
目
前
の
中
で
さ
ら
な
る
協
力
の
依
頼
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、

佐
渡
鷺
流
狂
言
研
究
会
の
皆
さ
ま
に
よ
る
狂
言
「
薩
摩
守
」
が
演
じ
ら
れ
、
楽
し
ん
で

い
た
だ
き
ま
し
た
。	

（
文
責
：
佐
渡
市
東
京
事
務
所　

小
路　

徹
）

編 集 後 記

　暖冬とはいってもまだ
まだ朝晩寒く、暖房器具
を使用する機会がありま
すが、使用後はきちんと
消えている確認するなど、
火の元の点検をしっかり
行いたいと思っています。
　また、家族にも注意を
促すなど、みんなで「火
の用心」を合言葉に火災
予防をしていきたいと
思っています。（T.S）

講演する池田哲夫名誉教授

   お問い合わせ　消費生活センター
（平日）午前９時～午後４時　☎５７－８１４３

　
３
月
か
ら
４
月
に
か
け
て
賃
貸
住
宅
の
契
約
に
関
す
る
相
談
が

増
加
し
ま
す
。
ト
ラ
ブ
ル
が
生
じ
な
い
よ
う
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

部
屋
を
借
り
る
と
き
は
…

・
必
ず
現
地
に
行
っ
て
確
認
し
ま
し
ょ
う

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
情
報
だ
け
で
契

約
し
、
ト
ラ
ブ
ル
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
自
分
の
目
で
現
地
を
確
認
し
ま
し
ょ

う
。

・
契
約
内
容
を
理
解
し
ま
し
ょ
う

　

貸
主
（
ま
た
は
不
動
産
業
者
）
は
、
物

件
を
契
約
す
る
際
に
重
要
事
項
説
明
書
を

交
付
し
て
説
明
す
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら

れ
て
い
ま
す
。
契
約
書
と
一
緒
に
内
容
を

確
認
し
、
内
容
を
理
解
し
た
上
で
契
約
し

ま
し
ょ
う
。

・
申
込
金
の
返
金
ト
ラ
ブ
ル
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

　

申
し
込
ん
だ
物
件
の
キ
ャ
ン
セ
ル
に
よ
り
、
申
込
金
の
返
金
を
め
ぐ

り
ト
ラ
ブ
ル
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
申
し
込
む
前
に
キ
ャ
ン
セ
ル

料
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

部
屋
を
退
去
す
る
と
き
は
…

　

賃
貸
住
宅
を
退
去
す
る
際
、
借
主
に
は
原
状
回
復
義
務
が
あ
り
ま
す
。

不
注
意
で
つ
け
た
傷
や
汚
れ
の
補
修
を
行
っ
て
建
物
を
明
け
渡
し
ま
す
。

入
居
時
に
気
に
な
る
傷
な
ど
が
あ
れ
ば
、
日
付
入
り
の
写
真
で
残
し
て

お
き
ま
し
ょ
う
。

　

貸
主
と
の
間
で
紛
争
が
生
じ
た
場
合
、
少
額
訴
訟
制
度
や
民
事
調
停

な
ど
を
利
用
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

賃貸住宅の契約に関するトラブルに注意！賃貸住宅の契約に関するトラブルに注意！
消費者ホットライン ☎１

い

８
や

８
や

（嫌
いや

や！泣き寝入り）

ストーブ
ＯＦＦ
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地 区 名  住 所 名  氏　　　　名  保護者 たんじょう

両　津 歌見 後　藤　夏　子 79 12.29
　〃 加茂歌代 坂　脇　勘　一 83 1.  1
　〃 両津福浦二丁目 長　嶋　武　雄 77 1.  1
　〃 加茂歌代 新　通　軍　二 87 1.  4
　〃 浦川 佐　藤　春　吉 109 1.  5
　〃 両津湊 尾　潟　敏　雄 99 1.10
　〃 片野尾 清　田　光　子 84 1.10
　〃 梅津 佐　藤　雪　江 97 1.11
　〃 上横山 山　田　　　治 87 1.11
　〃 岩首 齋　藤　一　義 79 1.12
　〃 住吉 石　川　チ　ヨ 100 1.19
　〃 玉崎 野　尻　春　吉 87 1.20
相　川 相川塩屋町 今　井　サ　チ 99 1.  1
　〃 入川 坂　上　鴻　次 88 1.  2
　〃 相川馬町 福　田　　　亨 84 1.  4
　〃 稲鯨 岩　本　將　史 81 1.  5
　〃 北川内 平　野　禮　司 82 1.  8
　〃 姫津 山　本　ト　メ 92 1.13
　〃 相川大浦 中　川　サ　ト 95 1.14
　〃 北立島 池　田　ミ　ト 100 1.16
　〃 下相川 播　磨　貞　枝 86 1.19
　〃 達者 和　倉　和　子 89 1.20
　〃 岩谷口 矢　部　キ　ク 93 1.21
　〃 高瀬 佐々木　賢　市 78 1.24
佐和田 沢根 坂　上　興　輝 79 12.29
　〃 八幡町 風　間　靜　子 69 1.  2
　〃 上矢馳 本　間　友　子 64 1.  2
　〃 八幡 辻　　　　　幸 94 1.  6
　〃 東大通 川　下　　　健 67 1.13
　〃 沢根五十里 本　間　政　夫 85 1.13
金　井 千種 藤　森　克　俊 88 12.31
　〃 千種 本　間　美保子 71 1.  3
　〃 金井新保 中　川　光　郎 90 1.  5

金　井 泉 齋　藤　妙　子 79 1.  6
　〃 金井新保 中　川　笑　子 91 1.  8
　〃 中興 山　本　良　知 74 1.  8
　〃 千種 清　水　　　一 77 1.10
　〃 泉 藤　井　妙　子 101 1.10
　〃 金井新保 村　川　健　𠮷 88 1.23
新　穂 新穂瓜生屋 石　山　サトミ 89 12.31
　〃 新穂潟上 中　川　　　胤 96 1.13
　〃 新穂舟下 後　藤　京　子 64 1.15
　〃 新穂瓜生屋 川　端　幸　子 87 1.21
畑　野 栗野江 計　良　マツヱ 93 1.  3
　〃 寺田 加　藤　新　一 83 1.  6
　〃 畑野 小　田　ハルヱ 94 1.10
　〃 目黒町 小　池　貢　一 68 1.21
　〃 栗野江 細　野　フジエ 88 1.23
真　野 名古屋 右　近　チ　セ 91 1.  8
　〃 西三川 坂　本　芳　子 89 1.  9
　〃 金丸 臼　杵　秀　伸 64 1.18
　〃 真野新町 本　間　禮　子 91 1.24
小　木 沢崎 濱　田　佐太郎 98 1.  4
　〃 小木町 髙　津　ヒ　サ 98 1.  5
　〃 小木町 清　水　久美子 79 1.11
　〃 小木町 岩　田　典　子 80 1.13
　〃 沢崎 佐　藤　幸太郎 97 1.17
羽　茂 羽茂大橋 藤　井　見　雪 83 12.30
　〃 羽茂大橋 中　川　　　浩 89 1.  8
　〃 羽茂飯岡 駒　形　　　浩 78 1.12
　〃 羽茂飯岡 大　畑　政　弌 87 1.13
　〃 羽茂大崎 大　場　貴　美 94 1.17
赤　泊 上川茂 風　間　好　紀 79 1.13
　〃 徳和 古屋野　　　稔 86 1.16
　〃 上川茂 岩　野　文　子 92 1.19
　〃 下川茂 穗　積　伸　美 64 1.21
　〃 三川 猪　股　ミナ子 85 1.22

金　井 泉 齋　藤　妙　子 79 1.  6
　〃 金井新保 中　川　笑　子 91 1.  8
　〃 中興 山　本　良　知 74 1.  8
　〃 千種 清　水　　　一 77 1.10
　〃 泉 藤　井　妙　子 101 1.10
　〃 金井新保 村　川　健　𠮷 88 1.23
新　穂 新穂瓜生屋 石　山　サトミ 89 12.31
　〃 新穂潟上 中　川　　　胤 96 1.13
　〃 新穂舟下 後　藤　京　子 64 1.15
　〃 新穂瓜生屋 川　端　幸　子 87 1.21
畑　野 栗野江 計　良　マツヱ 93 1.  3
　〃 寺田 加　藤　新　一 83 1.  6
　〃 畑野 小　田　ハルヱ 94 1.10
　〃 目黒町 小　池　貢　一 68 1.21
　〃 栗野江 細　野　フジエ 88 1.23
真　野 名古屋 右　近　チ　セ 91 1.  8
　〃 西三川 坂　本　芳　子 89 1.  9
　〃 金丸 臼　杵　秀　伸 64 1.18
　〃 真野新町 本　間　禮　子 91 1.24
小　木 沢崎 濱　田　佐太郎 98 1.  4
　〃 小木町 髙　津　ヒ　サ 98 1.  5
　〃 小木町 清　水　久美子 79 1.11
　〃 小木町 岩　田　典　子 80 1.13
　〃 沢崎 佐　藤　幸太郎 97 1.17
羽　茂 羽茂大橋 藤　井　見　雪 83 12.30
　〃 羽茂大橋 中　川　　　浩 89 1.  8
　〃 羽茂飯岡 駒　形　　　浩 78 1.12
　〃 羽茂飯岡 大　畑　政　弌 87 1.13
　〃 羽茂大崎 大　場　貴　美 94 1.17
赤　泊 上川茂 風　間　好　紀 79 1.13
　〃 徳和 古屋野　　　稔 86 1.16
　〃 上川茂 岩　野　文　子 92 1.19
　〃 下川茂 穗　積　伸　美 64 1.21
　〃 三川 猪　股　ミナ子 85 1.22

地 区 名  住 所 名  氏　　　　名  年 　 齢 ご 命 日

う  ぶ  ご  え

お  く  や  み

両　津 上横山 濱　﨑　聖　華 誠 12.25
相　川 石花 本　間　　　遥 秀平 12.27
佐和田 窪田 仲　川　偉　雄 雄一郎 12.26
　〃 中原 野　口　紗　凪 重幸 12.27
　〃 八幡 計　良　　　玲 天太 1.7
　〃 青野 奥　村　菫　礼 哲也 1.10
　〃 中原 遠　藤　蒼　依 武志 1.14
金　井 千種 田　中　煌　人 晃太 12.30

金　井 吉井本郷 鎮　守　慶　伍 恒太 12.30
　〃 金井新保 加　藤　芽　依 潤 1.13
真　野 西三川 金　子　采　永 和磨 1.3
　〃 西三川 山　田　悠　稀 和希 1.9
　〃 真野 佐々木　佑　梨 敏行 1.10
　〃 真野新町 熊　谷　桐　子 知樹 1.11
小　木 田野浦 本　間　葵　叶 昇太 1.15
　〃 小比叡 金　子　　　粋 直緒人 1.17

（せいか）

（はるか）

（いお）

（さな）

（れい）

（すみれ）

（あおい）

（あきと）

（けいご）

（めい）

（あやと）

（はるき）

（ゆり）

（とうこ）

（あおか）

（すい）

中央図書館　☎63-2800

図書館だより
　市立図書館・図書室で雑誌

を借りることができます
　図書館や図書室では、図書のほか、雑誌の貸し出
しも行っています。貸し出しできる雑誌は、婦人公論、
オレンジページ、クロワッサン、文藝春秋などです。
雑誌も図書と合わせて１人 10 冊まで貸し出しが可能
です。
※最新号の貸し出しや複写はできません。
　中央図書館では、ビデオや CD、DVD の貸し出
しも行っています。詳しくは、お問い合わせください。

本の貸出期間は２週間です
　進学や就職、転勤などで、春は引っ越しが多くなる時期です。荷物整理の際や引っ
越しの前に、図書館や図書室から借りた本を必ずお返しください。
　図書館・図書室の本は、市内どの図書館や図書室でも返却できます。

中
央
図
書
館
の
雑
誌
コ
ー
ナ
ー
の
様
子

22

（単位：人・世帯）

市報さど　令和2年3月号

戸籍の窓 12.30～1.25届出
※承諾いただいた方のみ掲載しています。

市民生活課　戸籍係　☎６３－５１１２

地区名 男 女 合計 世帯数
両 津 5,873(-19) 6,407(  -5) 12,280(-24) 5,455(-12) 
相 川 2,989(-11) 3,176(-14) 6,165(-25) 2,912(  -6) 
佐和田 4,157(  -7) 4,401(   1) 8,558(  -6) 4,016(  -6) 
金 井 3,064(  -2) 3,269(  -6) 6,333(  -8) 2,770(   3) 
新 穂 1,752(  -1) 1,855(  -7) 3,607(  -8) 1,641(  -1) 

地区名 男 女 合計 世帯数
畑 野 1,989(  -5) 2,220(   0) 4,209(  -5) 1,806(   0) 
真 野 2,217(  -4) 2,442(    1) 4,659(  -3) 1,857(   0) 
小 木 1,340(  -3) 1,381(  -5) 2,721(  -8) 1,126(  -4) 
羽 茂 1,543(  -7) 1,683(  -7) 3,226(-14) 1,231(   1) 
赤 泊 1,148(  -3) 1,139(  -5) 2,287(  -8) 878(   1) 

○人口と世帯数　1月31日現在　かっこ内の数値は前月からの増減
佐渡市　男 26,072人（-62人）女 27,973人（-47人）合計 54,045人（-109人）世帯数 23,692世帯（-24世帯）



中央図書館　☎63-2800

図書館だより
　市立図書館・図書室で雑誌

を借りることができます
　図書館や図書室では、図書のほか、雑誌の貸し出
しも行っています。貸し出しできる雑誌は、婦人公論、
オレンジページ、クロワッサン、文藝春秋などです。
雑誌も図書と合わせて１人 10 冊まで貸し出しが可能
です。
※最新号の貸し出しや複写はできません。
　中央図書館では、ビデオや CD、DVD の貸し出
しも行っています。詳しくは、お問い合わせください。

本の貸出期間は２週間です
　進学や就職、転勤などで、春は引っ越しが多くなる時期です。荷物整理の際や引っ
越しの前に、図書館や図書室から借りた本を必ずお返しください。
　図書館・図書室の本は、市内どの図書館や図書室でも返却できます。

中
央
図
書
館
の
雑
誌
コ
ー
ナ
ー
の
様
子

トキガイド養成講座が開かれました
　トキガイド養成講座は、観光客の方などにトキの生態や
野生復帰の取り組みを紹介するトキガイドを養成するた
め、毎年開催しています。２月１日現在、約80人の方がト
キガイドとして登録・活動されています。
　１月15日に行われた初回の講座では、環境省の松本自
然保護官を講師に迎え、佐渡のトキ野生復帰の取り組み
やモニタリング時のトキの判別方法などを話していただき
ました。
　３月22日㈰には講座の集大成となるトキガイド検定試
験が行われます。合格者の中から新たなトキガイドが誕生
し、トキや佐渡のことを広く紹介するため活躍していただ
くことになります。また、８割以上正解のみ合格となる超
難関のトキ博士検定試験も同日に佐渡と東京の２会場で
行われます。

農業政策課　トキ保護係　☎６３―５１１７

トキ博士検定過去問題（H29・H30 年度）
にチャレンジしてみませんか！
　佐渡トキファンクラブのホームペー
ジで問題を公開しています。ぜひ、
チャレンジしてみてください。

トキ野生復帰にむけて 180
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佐渡市メール配信サービス実施中
火災（建物のみ）、防災・防犯、通行止め、イベント・くらしの情報

　アドレス sado@mpx.wagmap.jp に空メールしてください。
　迷惑メール設定をしている場合は、空メール送信前に必ず
「psmail.jp」を受信可能ドメインに設定してください。

お問い合わせ　総務課広報戦略室 
　　　　　　　情報政策係　☎６３―５１３９

人権について、みんなで考え、学ぶ！
「人権の花」運動～きれいに咲いたよ　プランターにもみんなの心にも～

SNS で情報発信中

Twitter Facebook LINE

　佐渡人権啓発活動地域ネットワーク協議会で
は、毎年「人権の花」運動を実施しています。
　花は種をまいただけでは咲きません。水や肥
料をやり、毎日の世話が何より大事です。花を
いつくしむ人は周りの人も大切にしてくれます。
それが友だちへの思いやりにつながっていきま
す。きれいな花を咲かせると同時に一人一人の
子どもたちの心にも「思いやりの花」が咲いた
と思います。

　児童に「優しさ」「思いやり」などの
人権意識を育てたいという願いを込めて、
赤泊小学校と羽茂小学校で人権ハート回
収大作戦が行われました
　事前に人権について学習し、個人や学
年、学校ごとの心のメッセージを決め、
その取り組みを発表しました。友だちや
周りの人を大事にしている様子がとても
良く伝わってきました。今まで以上に「優
しさ」「思いやり」の気持ちを大事にして
くれることを楽しみにしています。

令和元年度に運動を行った
保育園・幼稚園・小学校

保育園……吉井、海府、沢根、多田
幼稚園……あいかわ、さわた、小木
小学校……�前浜、内海府、河崎、両津、 

両津吉井、金泉、八幡、新穂、 
松ヶ崎、小木、赤泊

小学校で人権キャラバン　人権ハート回収大作戦

お問い合わせ　佐渡人権擁護委員協議会（新潟地方法務局佐渡支局）　☎７４―３７８７


